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は
じ
め
に

本
稿
の
目
的

本
稿
は
「予
算
内
示
会
」
(
以
下
、
内
示
会
と
表
記
)と

い
う
、
明
治
憲
法
体
制
下
に
起
源
を
有
す
る
政
治
慣
行

に
着
目
す
る
。
予
算
内
示
会
は
新
聞
紙
面
の
一
面
を
飾

る
な
ど
、
同
時
代
人
た
ち
の
主
な
関
心
事
の
一
つ
だ
っ

た
。と

こ
ろ
が
予
算
内
示
会
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
。

後
述
す
る
通
り
、
こ
れ
は

一
九
O
四
年
の
日
露
戦
争
期

に
登
場
し
た
政
府

・
議
会
関
係
の
「
変
態
」
で
あ
る
1
0

予
算
内
示
会
の
端
緒
や
、
そ
の
後
の
一
時
的
な
展
開
は

先
行
研
究
で
も
見
ら
れ
る
が
、
議
会
制
度
(特
に
会
期
制

度
)
と
の
関
係
は
あ
ま
り
検
討
が
為
さ
れ
て
い
な
い
分

野
で
も
あ
る
。
予
算
内
示
会
の
開
催
に
つ
い
て
長
期
的

な
変
遷
を
叙
述
し
た
先
行
研
究
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
皆
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ー
政
府
は
、
臼
清
戦
争
を
機
に
、
政
党
と
提
携
関
係
を
構

築
し
「予
算
交
渉
」
を
行
っ
て
き
た
。
予
算
交
渉
に
つ
い
て

は
伏
見
岳
人
「
近
代
日
本
の
予
算
政
治

1
9
o
o
-
-
9

1
4
」
(東
大
出
版
会
)
。
そ
れ
に
加
え
て
実
施
さ
れ
た
「
予

算
内
示
会
」
は
、
会
期
前
に
お
い
て
提
携
関
係
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
貴
衆
の
交
渉
団
体
に
対
し
行
わ
れ
た
。

無
で
あ
る
。

予
算
内
示
会
の
端
緒
や
議
会
制

度
に
お
け
る
意
味
を
検
討
し
つ
つ
、

本
稿
で
は
こ
の
政
治
慣
行
の
変
遷

を
辿
り
、
若
干
な
が
ら
も
憲
法
史

的
な
意
義
を
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

予
算
内
示
会
と
は

こ
の
政
治
慣
行
は
、
①
首
相
が
主
催
者
と
し
て
②
貴

衆
両
議
院
の

「重
立
ち
た
る
人
」
を
③
首
相
官
邸
に
招
待

し
、
④
時
の
政
権
(
首
相
・
各
国
務
大
臣
な
ど
政
府
高
官
)

刈
、
⑤
謝
針
樹
叫
制
吋
判
制
劇
刊
剣
掛
け
剖
刊
州
制
矧

(
院
内
会
派
)
に
内
示
し
説
明
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

(
i
組
織
と
構
成
)

内
示
会
は
、
首
相
(
招
待
者
)と

各
国
務
大
臣
、
内
閣
書
記
官
、
大
蔵
次
官
な
ど
政
府
高

官
が
出
席
υ

議
会
側
は
費
泉
両
議
院
の
正
副
議
長
と
書

記
官
長
、
各
派
院
内
総
務
や
交
渉
委
員
な
ど
が
首
相
官

邸
に
招
か
れ
る
。
貴
衆
同
議
院
の
交
渉
団
体
と
し
て
の

要
件
を
満
た
す
全
て
の
会
派
が
対
象
と
な
る
。

(
H
開
催
時
期
と
内
・
経
)

内
示
会
は
、
政
府
が
明
年

度
予
算
綱
要
を
閣
議
決
定
し
た
後
、
議
会
召
集
日
ま
で

の
聞
に
行
わ
れ
た
。
実
施
間
も
な
い
頃
、
第
一
一十

一
1

二
十
四
回
議
会
に
際
し
て
は
、
召
集
後
の
年
末
年
始
の

休
会
期
間
中
に
行
わ
れ
た
例
は
あ
る
が
、
第
二
十
五
回

議
会
以
降
は
閣
議
決
定
後

・
召
集
目
前
の
聞
に
開
催
さ

れ
る
例
が
定
着
し
た
。
追
加
予
算
な
ど
が
提
出
さ
れ
る

臨
時
議
会
の
召
集
目
前
に
も
内
示
会
が
開
催
さ
れ
た
。

内
示
会
は
、
主
と
し
て
午
前
に
貴
族
院
、
午
後
に
衆

議
院
招
待
者
に
対
し
て
聞
か
れ
る
。
首
相
挨
拶
の
後
、

蔵
相
に
よ
る
挨
拶
や
予
算
に
関
す
る
説
明
が
あ
る
。
場

合
に
よ
っ
て
は
陸
海
相
に
よ
る
補
充
説
明
も
あ
る
。
そ

し
て
質
疑
応
答
を
経
て
晩
餐
会
(
あ
る
い
は
午
餐
会
)を

行
い
散
会
す
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。

(
…

m
機
能
や
効
果
)

内

示
会
は
議
会
会
期
を
前
に
政

府
と
議
会
勢
力
が

「意
思
の
疎
通
」
を
図
る
こ
と
で
、

無
用
の
対
立
を
避
け
る
こ
と
が
土
た
る
目
的
で
あ

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
政
府
と
議
会
が
分
セ
的
な
明
治
憲
法

体
制
下
で
、
予
算
を
円
滑
に
成
立
さ
せ
安
定
し
た
政
権

運
営
を
行
う
た
め
に
は
、
両
者
の
協
調
方
式
の
形
成
が

不
可
欠
だ
っ
た
。
ま
た
政
府
に
と
っ
て
は
政
党
側
の
要

求
な
ど
を
召
集
前
に
知
れ
、
与
党
化
さ
せ
る
機
会
に
も

な
り
え
る
点
で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
政
党
と
し
て
も
、

政
府
(
内
閣
)
に
予
算
編
成
権
が
あ
る
以
上
、
政
'府
と
交

渉
窓
口
を
設
け
る
意
味
は
大
き
い
。

ま
た
明
治
憲
法
下
に
お
け
る
帝
国
議
会
の
会
期
は

「
三
箇
月
」
(
先
例
に
よ
っ
て
九
十
日
間
と
さ
れ
た
)
と

短
い
。
そ
の
上
、

十
二
月
下
旬
に
召
集
さ
れ
、
そ
の
後

は
約

一
ヵ
月
間
に
亘
っ
て
年
末
年
始
の
休
会
期
間
と
さ

れ
た
た
め
事
実
上
の
会
期
は
六
十
日
程
度
で
あ
っ
た
。

窮
屈
な
会
期
制
度
で
、
そ
の
枠
内
で
柔
軟
に
議
会
政
治

を
運
用
す
る
「次
善
の
策
」が
、
政
府

・
議
会
双
方
の
事
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前
の
了
解
で
あ
っ
た
。
内
示
会
を
「
予
算
交
渉
の
前
倒

し
」
と
評
価
が
な
さ
れ
る
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。
予
算

内
示
会
の
開
催
は
、
政
府
側
か
ら
す
れ
ば
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
効
率
的

・
能
率
的
な
議
会
運
営
を
行
う
た
め

の
手
段
で
あ
り
、
議
会
側
に
と
っ
て
も
自
派
の
主
張
を

予
算
に
効
果
的
に
盛
り
込
む
た
め
の
手
段
と
し
て
機
能

し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
桂
園
型
議
会

運
営
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ぶ
も
の
も
い
る
2
0

会
期
制
度
を

よ
り
柔
軟
に
運
用
で
き
る
よ
う
制
度
変
更
を
す
る
の
で

は
な
く
、
明
治
憲
法
体
制
の
既
存
の
枠
内
で
運
用
す
る

術
を
見
い
だ
し
た
と
い
え
よ
う
。

明
治
憲
法
下
に
お
け
る
内
示
会
の
変
遷

(
i
内
示
会
の
定
着
へ
の
道
程
)

議
会
政
治
史
に
は
、

「予
算
内
示
の
濫
旗
」
と
称
さ
れ
る
出
来
事
が
あ
る
。
第

二
十
回
議
会
(
臨
時
会
)
の
召
集
目
前
、
桂
首
相
が
政
友

会
と
憲
政
本
党
な
ど
衆
議
院
の
領
袖
を
首
相
官
邸
に
招

待
し
、
日
露
戦
争
の
勃
発
を
前
に
臨
時
軍
事
費
な
ど
に

関
す
る
予
算
案
を
内
示
し
、
政
府
は
事
前
に
了
解
を
得

ょ
う
と
腐
心
し
た
。

加
え
て
「
予
算
内
示
会
の
端
緒
」
は
、

そ
の
翌
年
の
第

二
十
一
回
議
会
(通
常
会
)
の
召
集
目
前
に
実
施
さ
れ
た

内
示
会
を
指
す
。
従
来
の
予
算
内
示
や
予
算
交
渉
は
、

2

村
瀬
信
一

「帝
国
議
会
改
革
論
」
吉
川
弘
文
館
‘
九
九

七
を
参
照
。

提
携
す
る
政
党
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
内
示
会
は

提
携
関
係
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
貴
衆
の
交
渉
団
体
に
対

し
て
行
わ
れ
る
。
実
質
的
な
交
渉
と
い
う
よ
り
も
、
意

思
の
疎
通
や
協
調
関
係
の
構
築
を
目
的
と
し
た
セ
レ
モ

ニ
ー
的
な
性
格
が
あ
る
。

(
日
内
一不
会
の
廃
止
と
復
活
)

日
露
戦
争
を
契
機
と

し
て
出
現
し
た
こ
の
政
治
慣
行
は
、
戦
後
に
廃
止
論
が

現
れ

一
時
的
に
開
催
さ
れ
な
く
な
っ
た
(第
二
l
七
1

三
十
一二
回
議
会
の
間
)。
日
露
戦
争
と
い
う
非
常
事
態
、

挙
国

一
致
の
要
求
の
下
、
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
た
政
府
と

政
党
の
提
携
関
係
の
「
変
態
」
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と

の
現
れ
で
も
あ
る
。
内
示
会
は
政
友
会
内
で
廃
止
が
決

議
さ
れ
、

-
九
一

一
年
二
月
の
衆
議
院
の
各
派
交
渉
会

で
賛
成
を
得
て
政
府
に
申
し
入
れ
、
廃
止
の
方
針
が
決

ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
内
示
会
は
廃
止
さ
れ
、
毎
年
十

二
月
中
下
旬
に
閣
議
決
定
さ
れ
る
予
算
綱
要
は
、
内
示

か
ら
「
公
表
」
の
形
式
に
代
わ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
大
隈
重
信
内
閣
が
第
一
次
世
界
大
戦
の
臨

時
軍
事
費
に
つ
い
て
議
会
に
協
費
を
求
め
た
際
、
「
意
志

の
疎
通
」
を
目
的
と
し
、
内
示
会
を
復
活
さ
せ
た
。
内
示

会
は
以
降
、
①
議
会
が
協
賛
す
べ
き
予
算
案

・
法
律
案

が
提
出
さ
れ
て
な
い
場
合
、
②
内
示
会
が
開
催
済
み
で

常
会
で
否
決
さ
れ
た
予
算
案
を
次
の
議
会
で
追
加
予
算

案
な
ど
と
し
て
提
出
し
た
場
合
、
③
皇
室
の

「御
異
例
」

(
大
正
天
皇
の
崩
御
)
と
い
っ

た
例
外
を
除
き
、
予
算
綱

要
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
後
、
議
会
召
集
口
前
に
実
施
さ

58-

れ
る
政
治
慣
行
と
し
て
定
着
し
、
継
続
的
に
行
わ
れ
た
。

(
出
内
示
会
の
動
揺
と
変
容
)

政

府

と
議
会
の
「
意

思
の
疎
通
」
を
主
な
目
的
と
し
た
内
示
会
は
、
一
九
二
九

年
十
二
月
三
口
、
演
口
雄
幸
内
閣
(
民
政
党
)
に
よ
っ
て

廃
止
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
主
因
は
「
政
党
間
対
立
の
激

化
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
内
示
会
の
様
子
を
報
じ
た
当
時

の
新
聞
が
、
「
野
党
の
質
問
痛
烈
極
む
」
と
い
う
見
出
し

を
付
け
た
よ
う
に
、
内
示
会
は
議
会
で
の
対
決
の
前
哨

戦
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

廃
止
に
否
い
っ
た
契
機
は
、
昭
和
四
年
度
実
行
予
算
の
編

成
に
際
し
て
実
施
さ
れ
た
内
示
会
(
一
九
-
一九
年
九
月

l
一
日
)
の
紛
糾
だ
。
こ
れ
に
よ
り
予
算
綱
要
の
配
布
や

公
表
だ
け
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
一
つ
注
目
に
値
す
る
事
実
が
あ
る
。
廃
止
が

決
ま
っ
た
内
示
会
は
「首
相
が
招
待
者
と
し
て
主
催
す

る
」
、
日
露
戦
争
下
の
桂
内
閣
期
に
始
ま
っ
た
形
式
の
内

示
会
に
す
ぎ
な
い
(
先
述
し
た
五
つ
の
特
徴
を
満
た
す

も
の
)。
廃
止
の
決
定
後
、
従
来
の
形
式
に
よ
る
内
示
会

は
、
粛
藤
実
内
閣
の
下
、
時
局
匡
救
事
業
予
算
や
満
州

関
連
，
予
算
に
つ
い
て
協
賛
を
得
る
べ
く
召
集
さ
れ
た
第

六
十
三
回
議
会
(
臨
時
会
)
に
際
し
一
時
的
に
復
活
し
た
。

そ
の
後
は
一

九
三
八
年
ま
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
斉
藤
内
閣
で
内
政
国
策
会
議
が
設
置
さ
れ

た

一
九
一二
三
年
、
第
六
十
五
回
議
会
(
通
常
会
)
を
機
に

陸
相
や
海
相
が
主
催
す
る
新
た
な
形
式
の
予
算
内
示
会



が
登
場
し
た
c
(
以
前
に
も
陸
相
が
主
催
す
る
内
示
会
が

開
催
さ
れ
た
形
跡
は
存
在
す
る
が
)
軍
部
大
臣
が
主
催

す
る
内
示
会
は
、
首
相
が
主
催
す
る
内
一不
会
に
取
っ
て

代
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
主
催
者
(招
待
者
)は
陸
・
相

海
相
で
あ
り
、
会
場
は
主
に
陸
相
官
邸

・
海
相
官
邸
で

あ
っ
た
。
被
招
待
者
は
貴
衆
両
議
院
の
重
立
ち
た
る
人

に
加
え
軍
籍
を
有
す
る
な
ど
軍
関
係
議
員
に
対
し
て
も

内
示
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
他
開
催
時

期
な
ど
は
従
来
の
そ
れ
と
同
様
で
あ
っ
た
。

(-w従
来
型
の
内
示
会
の
復
活
)

廃
止
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
は
ず
の
内
示
会
は
、
政
党
内
閣
期
が
終
駕
し
た

後
、
単
部
大
臣
が
主
催
す
る
形
で
継
続
的
に
実
施
さ
れ

2014 Spring 

た
。
加
え
て
第
七
十
四
回
議
会
(
通
常
会
)
の
召
集
目
前

の
一
九
三
八
年
十
二
月
、
蔵
相
が
主
催
す
る
形
で
予
算

内
示
会
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
第
七
十
六
回
議
会
(
通
常

会
)
の
召
集
日
前
の

一
九
四

O
年
十
二
月
、
首
相
が
主
催

す
る
桂
内
閣
か
ら
演
口
内
閣
ま
で
続
い
た
「
従
来
塑
」

の
内
一
ホ
会
が
復
活
し
た
。
こ
の
間
も
軍
部
大
臣
が
主
催

す
る
内
示
会
が
別
個
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

一
九
四

O
年
に
各
政
党
が
解
党
し
、
一
九
四
一
年
は

衆
議
院
調
査
会
と
貴
族
院
調
査
会
が
設
置
さ
れ
、
調
査

活
動
の
一
環
と
し
て
政
府
か
ら
事
前
に
説
明
を
受
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。
窮
屈
な
会
期
制
度
の
枠
を
越
え
て
、

閉
会
中
で
も
議
事
準
備
活
動
と
し
て
事
前
説
明
と
交
渉

(
事
前
審
査
?
)
を
な
し
、
会
期
内
外
に
関
わ
ら
ず
議

会
勢
力
は
立
法
過
程
に
関
与
し
続
け
た
3
0

内
示
会
と

い
う
形
式
は
、
調
査
会
の
活
動
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
で
軍
部
大
臣
が

主
催
す
る
内
示
会
は
、
当
時
の
新
聞
報
道
で
見
る
隈
り
、

依
然
と
し
て
別
個
に
開
催
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

1

内
示
会
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、

「濫
鯨
」
や
「
端

緒
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
み
で
、
そ
の
後
の
経
緯
に

つ
い
て
叙
述
を
し
た
も
の
は
無
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た

通
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
新
聞
報
道
を
用
い
て
内
示
会

の
長
期
間
に
亘
っ
て
開
催
状
況
を
観
察
し
た
。
す
る
と
、

明
治
憲
法
下
の
政
治
慣
行
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
事

実
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
内
示
会
は
、
官
僚
派
の

政
府
と
政
党
の
協
調
を
目
的
と
す
る
慣
行
で
あ
る
。
そ

の
た
め
政
党
内
閣
期
に
は
政
党
間
競
争
に
よ
っ
て
内
示

会
が
十
分
に
機
能
し
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
戦
線
の
拡

大
と
共
に
、
予
算
案
な
ど
を
内
示
し
了
解
を
求
め
る
「
了

解
政
治
」
は
徐
々
に
精
織
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
議
院
調
査
会
に
よ
る
事
前
審
査
が
そ
の

一
つ
の
表

3

旅
議
院
調
査
会
規
約
の
第

一
条
に
は
、

「帝
国
議
会
議

事
準
備
ノ
為
」
と
円
的
が
示
さ
れ
て
い
る
。
村
瀬
に
よ
れ

ば
、
翼
賛
政
治
会
が
成
立
し
、
政
策
調
査
機
能
が
重
複
す

る
可
能
性
も
合
っ
た
が
、
調
査
会
は
太
平
洋
戦
争
中
も
途

絶
え
る
こ
と
な
く
機
能
し
て
い
た
と
い
う
。
翼
政
で
あ
れ

調
査
会
で
あ
れ
、
衆
議
院
に
よ
る
事
前
審
査
、
会
期
外
に

お
け
る
議
会
活
動
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

4

朝
日
新
聞
一
九
四
二
年

一
月
二
二
日
付
け
朝
刊
「
陸
海

予
算
内
示
十
五
六
両
日
」
、

一
九
四
三
年

一
月
三
日
付
朝
刊

「陸
海
軍
予
算
内
示
会
」
な
ど

れ
で
は
な
い
か
。
戦
時
議
会
に
お
け
る
法
案
成
立
率
の

高
さ
に
よ
っ
て
一ボ
さ
れ
る
。
こ
れ
は
議
会
の
形
式
化
や

無
能
論
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
と
は
言
う
ま
で
も
な

内
示
会
の
憲
法
史
的
意
義

政
府
と
議
会
が
分
立
的
な
明
治
憲
法
体
制
下
で
、
予

算
を
円
滑
に
成
立
さ
せ
安
定
し
た
政
権
運
営
を
行
う
た

め
に
は
、
両
者
の
協
調
が
欠
か
せ
な
い
。
予
算
内
示
会

は
こ
う
し
た
憲
法
体
制
を
反
映
し
た
政
治
慣
行
だ
っ
た
。

ま
た
予
算
内
示
会
は
村
瀬
信

一
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

「
桂
闘
型
議
会
運
営
シ
ス
テ
ム
」
を
機
能
せ
し
め
る
重

要
な

一
要
素
だ
。
政
府
と
議
会
の
無
用
な
対
立
を
避
け
、

硬
直
的
な
会
期
の
中
で
効
率
的

・
能
率
的
な
議
会
運
営

を
行
う
た
め
の
仕
組
み
だ
。
了
解
政
治
を
体
現
す
る
仕

組
み
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
召
集
目
前
に
な
さ
れ

た
予
算
内
示
会
は
、
形
式
的
な
政
治
慣
行
だ
と
い
う
指

摘
も
あ
る
が
(
例
え
ば
原
敬
日
記

一
九
二

O
年
十
二
月

二
三
日
の
条
)
、
そ
の
後
の
年
末
年
始
の
休
会
期
間
に
行

わ
れ
る
党
大
会
で
の
議
会
方
針
の
決
定
や
政
府
と
の
予

算
交
渉
を
行
う
上
で
そ
の
重
要
性
は
否
定
で
き
な
い
。

特
に
興
味
深
い
点
は
、
内
示
会
を
含
む
通
常
会
に
関

す
る
議
会
日
程
が
明
治
期
(特
に
第
二
五
回
議
会
以
降
)

か
ら

一
貫
し
て
い
る
点
だ
。

一
二
月
下
旬
の
予
算
綱
要

の
閣
議
決
定
を
受
け
、
召
集
口
前
に
予
算
内
示
会
が
行

わ
れ
る
。
そ
し
て
年
末
年
始
の
休
会
期
間
を
経
て
、
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月
二

O
目
前
後
に
議
会
が
再
開
さ
れ
予
算
案
の
提
出
を

受
け
審
議
が
本
格
化
す
る
。
「
一
二
月
召
集
・
年
末
年
始

の
自
然
休
会
」
と
い
う
戦
後
の
国
会
で
長
い
こ
と
見
ら

れ
た
議
会
日
程
の
型
が
、
こ
の
時
代
か
ら
確
認
で
き
る

の
で
あ
る
。
内
示
会
を
切
り
口
に
、
政
府
と
政
党
の
関

係
を
考
察
す
る
と
年
末
年
始
の
自
然
休
会
期
の
重
要
性

を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
政
党
が
党
大
会
を
行

う
な
ど
政
府
や
議
会
に
対
す
る
態
度
を
決
定
す
る
ほ
か
、

政
府
と
政
党
が
予
算
交
渉
を
行
う
な
ど
実
質
的
な
意
味

が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

戦
後
初
期
、
内
示
会
が
新
聞
紙
面
上
で
話
題
と
な
り
、

ま
た
数
回
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
五
五
年
体
制
の
定
着

で
徐
々
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
。
政
府
と
政
党
の
関

係
は
変
化
し
、
年
末
年
始
の
自
然
休
会
期
間
は
慣
行
と

し
て
型
だ
け
が
生
き
残
り
、
会
期
の
空
費
と
し
て
批
判

の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
の
延
長
に
一
九
九

0
年
代
の
国

会
改
革
が
あ
り
、
「

一
月
召
集
」
へ
の
制
度
変
更
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

お
わ
り
に

大
学
院
の
修
了
を
間
近
に
控
え
た
三
月
、
大
石
員
教

授
が
主
宰
し
研
究
者
や
実
務
者
が
所
属
す
る
「
憲
法
史

研
究
会
」
に
お
い
て
、
予
算
内
示
会
に
関
し
て
報
告
す

る
貴
重
な
機
会
を
得
た
。
修
士
課
程
の
院
生
が
報
告
者

と
な
る
例
は
こ
れ
ま
で
に
無
い
、
と
い
う
事
で
こ
れ
ま

で
に
な
い
緊
張
感
を
味
わ
っ
た
。

内
示
会
に
関
し
て
は
学
部
時
代
か
ら
蓄
積
が
あ
っ
た

が
、
調
査
し
た
内
蒋
を
改
め
て
み
る
と
非
常
に
粗
か
っ

た
。
そ
の
た
め
春
休
み
返
上
で
調
べ
直
し
た
。
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
か
、
報
告
は
参
加
さ
れ
た
先
生
方
か
ら
好
評

を
頂
い
た
。
内
示
会
の
慣
行
は
あ
ま
り
有
名
で
は
な
く
、

そ
の
変
遷
を
辿
っ
た
点
は
斬
新
だ
と
言
う
こ
と
。
議
会

日
程
や
政
府
と
議
会
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
問
題
提
起

が
興
味
深
か
っ
た
等
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。

一
方
、

報
告
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
先
生
方
か
ら
様
々
な
ご
指

摘
を
頂
き
調
査
不
足
が
露
呈
し
た
事
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
大
学
院
生
と
し
て
こ
の
上
な
い
賛
沢
だ
。
こ
の
よ

う
な
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
大
石
先
生
に
こ
の
場
を
借

り
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

「
公
共
空
間
」
に
お
い
て
は
紙
幅
の
関
係
で
、
報
告

会
で
使
用
し
た
各
種
資
料
や
内
示
会
の
変
遷
を
ま
と
め

た

一
覧
表
が
掲
載
で
き
ず
、
わ
か
り
に
く
い
-記
述
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
筆
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
懲
り
ず
、
大
学
院
修
了
後
も
こ
の

分
野
を
学
び
続
け
、
憲
法
史
や
議
会
政
治
史
の
分
野
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い
。
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